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１． はじめに 
 

桜島および鹿児島湾周辺域では，ラコスト重力計を用いた精密相対重力測定が 1975 年に開

始され，桜島火山の集中総合観測の一環として 1997 年までに 9 回繰り返されてきた 1) – ９)。その

結果，桜島の山頂噴火活動活発期に緩やかな地盤沈降 10)と並行して，桜島および鹿児島湾を

中心とした重力の増加傾向が継続してきたことが明らかにされた。桜島中央部における重力増

加は地盤沈降から期待される量の数倍に達しており，桜島中央部地下において密度および質

量の増加現象が進行してきた事を示すものと考えられている 5, 11, 12)。 

今回，2007 年 10 月に，第 10 回桜島火山集中総合観測の一環として，桜島および鹿児島湾

周辺において 10 回目の再測定を行った。今回の測定では，従来から行ってきたラコスト重力計

による測定に加え，micro-g 社製 FG5 絶対重力計を用いた絶対重力測定を並行して行った。本

稿では，これらの測定およびその暫定結果について報告する。 

 

２． 測定および解析 
  

今回の測定点を図 1 に示した。前回から今回の測定までの間に破損等により測定不能になっ

た点が数点あったので，今回新たに幾つか測定点を追加した。ハルタ山観測室の水準点

（BMSVO）との等重力測定点として過去に測定を行ってきた高千穂小学校は，小学校移転のた

め測定が不能となった。 

精密相対重力測定には LaCoste & Romberg G 型重力計を使用した。桜島内を中心とした測
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定は，北海道大学，東北大学および京都大学が担当し，2007年10月1日～5日の期間にG31, 

G375, G682, G1090 の 4 台の重力計を用いて測定を行った。また，鹿児島湾周辺の測定は，東

京大学および京都大学が担当し，2007 年 10 月 15 日～20 日の期間に G891, G1090 の 2 台の

重力計を用いて測定を行った。測定はすべて往復測定で，測定値には計器高補正，地球潮汐

補正およびドリフト補正を施した。 

絶対重力測定は，東京大学地震研究所所有の FG5 絶対重力計（Serial Number: 109）を使用

し，2007 年 10 月 25 日～27 日の期間に桜島西端に位置する桜島火山観測所本館（SVO）にお

いて測定を行った。30 分毎の時系列データに対し，固体地球潮汐・極潮汐・海洋潮汐・気圧の

補正を施した後，測定期間中での平均を取ることで絶対重力値を計算した。また，それに続く 10

月 27 日～29 日の期間にはラコスト重力計（G581, G705, G1090）を用い，東京大学および京都

大学が桜島内の数点と桜島西方の伊集院高校（Ijuin）方面において精密相対重力測定をも行

った。 

ラコスト重力計を用いた相対測定に際しては，前述の絶対重力測定点との接続測定を考慮し，

全ての測定点において絶対重力値が求まるようにした。なお，解析については本稿作成時にお

いて継続中であり，今後一部の重力計について補正処理を施し重力値の再計算を行う等の予

定である。現在のところ，各測定点におけるそれぞれの測定に使用した複数台の重力計の測定

値の単純平均をもってその測定点の重力値としたが，各測定点における複数台の重力計の測

図 1．精密相対重力測定（黒丸）および絶対重力測定（黒四角）を実施した測定点の分布（2007 年 10

月） 
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定値の較差も考慮すると，測定値に見込まれる誤差は±20～±30μgal 程度であると考えられ

る。 

 

３． 暫定結果および議論 
  

今回の測定値と前回である第 9 回桜島火山の集中総合観測の精密重力測定（1997年 4 月実

施）9)の測定値を比較し，この期間の重力変化量を見積もった。今回の測定については全ての

測定点において絶対重力値を求めているが，前回集中観測の際の測定においては絶対重力

測定はなされていない。そこで，桜島火山および姶良カルデラから十分遠方にあり，かつ前回・
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図 2．伊集院高校（Ijuin）を基準点とした鹿児島湾周辺(上図)および桜島内（下図）の測定点における

1997年4月から2007年10月までの期間の重力変化（μgal）。上図中における括弧付きの値は，

1 台の重力計による測定値を示す。 
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今回ともにその測定期間内において複数回

測定がなされている伊集院高校（Ijuin）を基準

点として求めた各測定点の重力差を用いて

比較を行った（図 2）。 

図 2 を見ると，鹿児島湾周辺の測定点（上

図）においては，この期間測定誤差を超える

ような有意な重力変化はあまり見られないよう

である。一方，桜島内の測定点（下図）では，

特に桜島北部付近では測定誤差を超えた有

意な重力減少（最大-47μgal）が測定されて

いる。水準測量結果 13)によると，ほぼこの同期

間に桜島北部付近の地盤は桜島から十分遠

方の水準点に対して約140 mm程度の隆起が

認められ，これをフリーエア勾配を用いて重

力変化に換算すると約 43μgal の重力減少と

なる。桜島北部で測定された重力減少は，地

盤隆起から期待される重力変化と調和的であ

る。 

桜島西部から中心部に向かうルートの測定点においても，測定誤差を超える有意な重力変化

は見られていないが，この期間に重力が減少した測定点が多く見られる傾向があり地盤の隆起

傾向 13)と調和的である。ただし，桜島中心部に近い 2 測定点では重力増加傾向となっている。

桜島中心部に向かうルートの測定値については，今後重力計の定数補正等の検討を行う予定

である。 

図 3 は，桜島西部の BM.S.16 を基準点とし，山頂火口に最も近い重力測定点の一つである

BMSVO における重力変化と水準測量による比高変化の関係を示した図である。図中の直線 F

はフリーエア勾配（-3.086μgal/cm）を，直線 B は地下の岩石密度を 2.2 g/cm3 とした場合のブ

ーゲー勾配（-2.160μgal/cm）を示している。1992 年頃までの桜島山頂噴火活動活発期に測定

された重力変化の勾配が直線 B および F から予想されるより数倍大きいことから，桜島中央部地

下では地盤が沈降しつつ地下の密度および質量が増大する現象が進行していると結論された

8)。一方，1998 年～2001 年のデータからは，近年の山頂噴火活動静穏化に対応して，過去に観

測されていた桜島中央部における重力増加がほぼ停止している事が指摘された 14)。今回 2007

年の測定データを見ると，地盤の隆起とともに重力が増加した可能性が示唆される。このデータ
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図 3．桜島西部の水準点 BM.S.16 を基準点とし

たハルタ山の水準点 BMSVO の比高変化

と重力変化の関係。 
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は，定数補正処理を施した重力計のデータについてのみ使用したが，今後他の重力計につい

ても順次定数補正処理を進め再検討を行う予定である。 

 

４． まとめ 
  

2007 年 10 月に桜島および鹿児島湾周辺で，10 回目の精密重力測定を実施した。また，従

来から行ってきたラコスト重力計による測定に加え，micro-g 社製 FG5 絶対重力計を用いた絶対

重力測定を並行して行い，全ての測定点において絶対重力値を求めた。 

(1) 鹿児島湾周辺の測定点においては，1997 年～2007 年の期間，測定誤差を超えるような

有意な重力変化はあまり見られない。 

(2) 桜島北部付近では 1997 年～2007 年の期間，測定誤差を超えた有意な重力減少（最大

-47μgal）が測定された。この重力減少は，桜島北部の地盤の隆起から期待される重力変化と

調和的である。 

(3) 2002 年～2007 年の期間，桜島中央部付近で地盤の隆起とともに重力が増加した可能性

が示唆された。今後，重力計定数補正処理等を行い検討を進めたい。 
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